




































































吉田の活動を高 く評価 した柳は 「民芸の将

































































つ くることを明確に意図しながら美 しくつ く
ろうとする意識は,ほんらい民芸の製作とは
相容れないものである。ましてや新 しくつ く
ろうとすることは,きわめて意識的な行為で
あり,作為的なものづ くりといえよう。 した
がって,新 作運動 とは論理的には矛盾した活
動であった。この矛盾は,既に1927(昭和2)
年京都での上加茂民芸協団の結成において,
柳自身が指摘 していた。協団の試みは2年 後
失敗 に終わっている。つまり,吉田の新作運
動とは論理的な矛盾と失敗の前例をあらかじ
め承知した上で始められたものであった。
吉田の実践 とは,そ ういった障害をいかに
して打開するのかという実験的な過程であっ
たといえよう。民芸運動の発展には 「プロデュー
サー」の存在が必要だと主張した吉田の独自
性を探るならば,その過程に注目しなければ
ならず,そ こに民芸の理論に対する実践者と
しての解釈があると思われる。
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